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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。

（毎月１日発行）（毎月１日発行）
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　2023 年４月より医療機関・薬局に対して、マイナカードの保険
証情報を読み取る「オンライン資格確認」のため、顔認証付きカー
ドリーダー （読み取り機）の原則設置が義務付けられました。「顔認
証ができない」「暗証番号を忘れた」「照合がスムーズにできない」

「操作説明と操作補助のため職員が必要」など津軽保健生協の事業
所ではオンライン資格確認の際にトラブルが発生しています。
　全国保険医団体連合会は、2022 年 11 月の調査で保険証が「無効」
となることでトラブルが多発していることを明らかにし、厚労省に
繰り返し改善を求めてきました。一向に改善されないまま見切り発
車で義務付けが開始され、現行の健康保険証では起こりえないエ
ラーが頻発。
　2023 年５～６月、事業所に行ったアンケート（41 都道府県／
回答数 10026 件）では、オンライン資格確認を実施している事業
所（84.2％）のうち、65.1％が「トラブルがあった」と回答して
います。その内容は「無効・該当なしと表示され被保険者情報が正
しく反映されていなかった」が 66.3％と最多でした。他にも「他
人の情報が紐づけられていた」が 31 都道府県で 114 件あり、少
なくても 17 都府県で「窓口負担割合が健康保険証の券面とオンラ
イン資格確認で異なる」事例の報告がありました。

健康保険証でトラブルに対処

　トラブルへの対処として「その日に持ち合わせていた健康保険証
で資格確認した」が 74.9％でした。一方で「トラブル時にすぐに
対応できなかった」が 39.9％（1831 件）となり、その理由とし
て「健康保険証を持参せず資格確認できなかった 38.6％（706
件）」、「コールセンターにつながらない 24.5％（448 件）」などで
した。また、マイナカードのみ持参で資格無効と表示されたため、
窓口で患者から 10 割負担分を徴収した事例が 38 都道府県で
1291 件ありました。この問題がマスコミで取り上げられて大きな
問題となる中で、厚労省は通知の中で「念のため健康保険証を持参
いただきたい」と言わざるを得ない事態となっています。

『健康保険証を残してください』請願署名にご協力を

　2022 年 10 月に河野デジタル大臣が 2024 年秋に健康保険証廃
止を目指すと発表し、８月４日には岸田首相が記者会見で健康保険
証廃止方針を維持すると表明しました。代替措置としてマイナカー
ドでオンライン資格確認できない者には申請に応じて「資格確認
書」を発行するとしており、有効期間の延長や申請がなくても交付
する考えが示されました。しかし、資格確認書は顔写真も入らず、
現行の保険証と形状も機能もまったく変わりません。資格確認書を
発行するにも莫大な費用がかかります。相次ぐトラブル、ずさんな
システムと運用が次々と明らかになっていることと併せて、健康保
険証を廃止する大義名分は完全に崩壊しています。
　NHK世論調査（７月11日）でも健康保険証廃止方針に対して「廃
止を延期すべき 36％」「廃止方針を撤回すべき 35％」で７割を超
えています。健康保険証廃止はまだ止められます。「保険証なくさな
いで」の声を地域から広げていきましょう。（専務理事・村上　渡）

☆組織の概況（7月31日現在）　組合員総数　5万1952人（7月の新加入者105人）　出資金総額　15億2063万0700円（1人平均　2万9270円）

〝健康保険証なくさないで!!〞の声を地域から

　
岸
田
首
相
は
、
健
康
保
険
証
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
体
化
に
つ

い
て
「
国
民
の
不
安
へ
の
対
応
に
は

丁
寧
な
説
明
を
尽
く
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
繰
り
返
す
の

み
。
一
方
医
療
現
場
か
ら
は
、
保
険

証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
を
押

し
付
け
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
不
便

で
、
迷
惑
で
、
余
計
す
ぎ
る
お
世
話

で
あ
り
、
税
金
の
浪
費
で
あ
り
、
不

良
品
の
押
し
売
り
の
よ
う
で
あ
る
か

を
、
実
例
を
あ
げ
て
『
丁
寧
に
説

明
』
し
て
い
る
。
①
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

シ
ス
テ
ム
導
入
医
療
機
関
の
65
％
で

ト
ラ
ブ
ル
経
験
が
あ
り
、
②
別
人
の

個
別
情
報
の
ひ
も
付
け
や
個
人
情
報

の
流
出
！
、
③
介
護
の
現
場
で
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
取
得
・
利
用
が
で

き
な
い
声
が
で
る
な
ど
、
こ
の
ま
ま

保
険
証
が
廃
止
に
な
れ
ば
医
療
機
関

に
か
か
れ
な
い
人
が
出
る
、
つ
ま
り

国
民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
事
態
な
の
で
す
。
そ
の

打
開
の
た
め
に
も
「
現
行
の
保
険
証

を
残
し
て
」
の
全
国
署
名
運
動
が
始

ま
り
ま
す
。
是
非
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
や
は
り
保
険

証
が
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

は
ま
る
っ
と
解
決
し
ま
す
。

　
健
生
五
所
川
原
診
療
所　
所
長

　
青
森
県
保
険
医
協
会　
会
長

 

津
川
信
彦

そ
れ
な
の
に
、保
険
証
は
廃
止
す
る
の
？



モバイル版
ホームページ

http://www.kensei-hp.jp

健
生
病
院

ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015

生 協 本 部
0172-33-7515

組合員センター
0172-35-8933

健

生

病

院

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-40-3256

健生訪問看護ステーション
た まち本所
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
たまち・のだ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203
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　健生クリニック在宅療養科です。
　在宅療養科では、病気の進行など
によって通院が難しくなった方など
を対象に、自宅・施設へ訪問して診療
（在宅診療）を行います。普段はあ
らかじめ決まった回数の定期訪問診
療をして状況を把握しておき、具合
が悪い時など要請に応じて臨時の訪
問（往診）を行います。肺炎・尿路
感染などに対する抗生剤治療や、癌
の痛みを和らげる治療も入院するこ
となく行うことができ、また穏やか
に最期まで過ごしていただけるよう
サポートもしていきます。
　在宅診療の対象となる病気は、脳
梗塞・認知症・癌・パーキンソン病
などの神経難病・整形外科疾患など
様々です。また、病気でなくても高
齢にともなって体力が落ちてきた方
も対象になります。とにかく、何ら
かの病気や体力低下によって通院が
困難になった場合に、診療を受けな
がらも生活を続けたいと思った時に
ご相談ください。
　なお、訪問看護は、看護師が医師
の指示で定期訪問・臨時訪問するも
ので、訪問診療とは別物ですが、常
に密に連携しています。
　ここまでは、一般的な訪問診療に
ついて紹介させていただきました。
ここからは、当院在宅療養科の特徴
をお伝えします。最大の強みは、健

生病院各科外来・入院病棟との連携
です。幅広い疾患に対応できる各科
外来（内科・外科・緩和ケア科・整
形外科・泌尿器科・皮膚科他）と、
あらゆる状況に対応できる救急外来
へスムーズにつなぐことができます。
また、自宅・施設では治療が難しい
場合でも、健生病院の各科入院病棟
で対応していただいています。受診
後や退院時には、今度は各科から在
宅療養科へ連絡をいただいて連携し
ています。これらの背景があること
で、安心して在宅療養ができるよう
になると思います。その他の特徴と
して、総合診療科・在宅医療専門医
のほか、リハビリ・泌尿器科・小児科・
精神科の医師も関わっています。さ
らに訪問リハビリ・薬剤師・訪問看
護やケアマネージャなどとも様々な
提携をしており、チームで自宅・施
設療養をサポートしていきます。
　今はほとんどの方が外来に通院
し、治療が必要になったときに入院
という形が一般的ですが、今後は在
宅診療を中心として、治療も在宅で
行いつつ、必要時に入院を利用する
という病院と自宅・施設を行き来す
る形が増えてくるといわれていま
す。そのような需要に応えられるよ
う頑張っていきますので、これから
も在宅療養科をよろしくお願いしま
す。

健生クリニック（在宅療養科） 宇 藤 直 人

在宅療養科　自宅・施設療養をサポート
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7
月
度
定
例
理
事
会
（
7
月
25
日
）

【
報
告
事
項
】

⃝

７
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と
８
月
・
９
月
・
10
月
の
主
な

行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

６
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

６
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

青
森
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
理
事
会
報
告

⃝

青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合
理
事
会
報
告

⃝

出
資
先
団
体
解
散
に
関
す
る
件 

⃝

第
３
回
表
彰
選
考
委
員
会
報
告
書

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

賃
金
規
程
改
定
（
基
本
給
の
変
更
）
に
つ
い
て

⃝

賃
金
規
程
改
定
（
薬
剤
師
の
賃
金
変
更
）
に
つ
い
て

⃝

賃
金
規
程
改
定
（
語
句
等
の
記
載
修
正
）
に
つ
い
て

⃝

津
軽
保
健
生
協
第
98
回
通
常
総
代
会
の
ま
と
め

　
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
後

期
高
齢
者
と
な
る
２
０
４
０

年
に
向
か
い
、
医
療
・
介
護

の
複
合
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
高

齢
者
の
増
加
や
人
口
減
少
に

伴
う
担
い
手
不
足
の
課
題
が

進
行
し
て
い
ま
す
。
複
合

ニ
ー
ズ
を
も
っ
た
高
齢
者
が

増
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
に
お
け
る
医
療
と

介
護
の
複
合
体
化
が
不
可
欠

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
２
０
４
０
年
に
向
け
、

津
軽
保
健
生
協
と
し
て
の
医

療
・
介
護
の
複
合
体
化
を
目

指
し
た
事
業
計
画
策
定
に
向

け
、
外
部
講
師
に
よ
る
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
医
療
と
介
護
の

　
　
一
体
的
提
供
を
実
践

　
講
師
に
全
日
本
民
医
連
副

会
長
で
山
梨
民
医
連
会
長
の

平
田
理
先
生
を
お
招
き
し
て
、

７
月
27
日
夕
方
よ
り
、「
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
一
体
的

提
供
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま

し
た
。
平
田
先
生
は
病
院
・

診
療
所
に
て
診
療
も
行
い
な

が
ら
、
山
梨
民
医
連
内
の
社

会
福
祉
法
人
で
理
事
長
と
し

て
介
護
事
業
展
開
も
さ
れ
、

医
療
と
介
護
の
一
体
的
提
供

を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
山
梨
で
の
実
践
を
交

え
な
が
ら
の
お
話
を
是
非
参

考
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
代
に
お
け
る

急
性
期
病
院
に
お
け
る
入
院

医
療
の
平
均
的
対
象
は
、
入

院
前
か
ら
す
で
に
認
知
症
を

含
む
要
介
護
状
態
に
あ
る
高

齢
者
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
入
院
の
原
因
と
な
っ
た

病
気
の
治
療
に
加
え
、
複
数

の
慢
性
症
状
へ
の
対
応
、
そ

し
て
居
宅
に
戻
っ
て
暮
す
た

め
の
医
療
の
側
か
ら
の
支
援

が
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
が
医
療
現
場
で
は
経
営

に
も
影
響
す
る
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
在
宅
医
療
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
介
護
の
力

　
入
院
ベ
ッ
ド
の
不
足
、
治

療
終
了
し
た
が
退
院
で
き
な

い
な
ど
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ

る
の
は
、
在
宅
医
療
の
推
進

で
あ
り
、
在
宅
療
養
を
安

心
、
安
全
に
継
続
す
る
た
め

の
介
護
の
力
と
い
う
こ
と
で

す
。
医
療
は
介
護
の
こ
と
を

理
解
し
、
介
護
は
医
療
側
に

積
極
的
に
働
き
か
け
、
共
に

地
域
の
人
た
ち
の
療
養
や
生

活
を
支
え
る
立
場
で
、
協
働

の
営
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

は
、
住
み
慣
れ
た
家
で
最
後

ま
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
利

　
弘
前
市
第
一
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第

３
木
曜
日
（
午
後
１
時
30
分

～
３
時
）
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

『
輪
い
輪
い
』
を
セ
ン
タ
ー

の
入
る
津
軽
保
健
生
協
会
館

に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
「
認

知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、

２
０
１
２
年
か
ら
普
及
が
始

ま
り
、
２
０
１
５
年
に
国
が

「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦

略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」

の
中
心
施
策
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
た
こ
と
も
あ
り
、

全
国
で
数
が
増
え
て
い
ま

す
。
利
用
者
を
限
定
せ
ず
、

地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま

り
、
認
知
症
の
人
や
家
族
の

悩
み
を
共
有
し
な
が
ら
、
専

門
職
に
相
談
で
き
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
包
括
の
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
は
「
皆
で
輪
に
な
り
つ

な
が
り
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
む
場

所
」
を
目
指
し
て
お
り
、
参

加
者
は
徐
々
に
増
え
平
均
15

名
で
す
。
内
容
は
カ

フ
ェ
タ
イ
ム
、
脳
ト

レ
、
軽
作
業
の
他
、
今

年
度
は
全
国
に
展
開
さ

れ
て
い
る
オ
レ
ン
ジ

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ

色
は
認
知
症
啓
発
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
「
認

知
症
に
な
っ
て
も
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
を
み
ん

な
で
創
っ
て
い
こ
う
！
」
と

い
う
思
い
を
共
有
し
、
９
月

の
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
」
に
向
け
て
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
花
を
育
て
て
い
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
事
前

申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

　
ご
参
加
く
だ
さ
る
方
、
一

緒
に
運
営
し
て
く
だ
さ
る

方
、
大
歓
迎
で
す
。

（
第
一
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

・
小
池
結
斐
）

「
医
療
・
介
護
の
一
体
的
提
供
」を
学
ぶ

津
軽
保
健
生
協
の
こ
れ
か
ら
の
た
め
に

用
者
の
思
い
に
寄
り
添
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
特
に
看
護

小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
事

業
、
定
期
巡
回
訪
問
介
護
看

護
事
業
を
通
し
て
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
職
員
の
感
想
で

は
、
津
軽
保
健
生
協
の
事
業

展
開
を
考
え
る
う
え
で
大
変

参
考
に
な
り
、
介
護
現
場
か

ら
は
介
護
職
と
し
て
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
な

ど
た
く
さ
ん
の
肯
定
的
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
看
護
介
護
部
長

 

・
寺
島
由
美
）

弘
前
市
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
輪輪わわ

いい
輪輪わわ

い
」
い
」
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高
校
生
看
護
体
験
は
、
１

人
で
も
多
く
の
高
校
生
の
み

な
さ
ん
に
看
護
の
仕
事
を

知
っ
て
も
ら
い
、
看
護
職
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
目
的
で
、
春
・
夏
・
冬

休
み
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

で
２
０
２
０
年
度
の
高
校
生

看
護
体
験
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
翌
年
２
０
２

１
年
よ
り
参
加
対
象
や
体
験

内
容
を
制
限
し
、
小
規
模
で

は
あ
り
ま
す
が
集
合
形
式
で

実
施
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
26
日
に
、
健
生
病

院
・
藤
代
健
生
病
院
を
会
場

に
夏
の
高
校
生
看
護
体
験
を

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
は
１
日
看
護
体
験
で
し
た

が
、
現
在
は
半
日
単
位
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
健
生
病
院
21
名

（
午
前
10
名
、
午
後
11
名
）、

藤
代
健
生
病
院
８
名
（
午
前

４
名
、
午
後
４
名
）
の
高
校

生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
測
定

と
病
院
見
学
は
両
病
院
の
共

通
企
画
で
し
た
が
、
そ
の
他

　
７
月
27
日
、
31
日
に
健
生

病
院
で
青
森
民
医
連
主
催
の

高
校
生
医
師
体
験
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
弘
前
高
校
・
弘

前
南
高
校
・
弘
前
中
央
高

校
・
東
奥
義
塾
高
校
・
五
所

川
原
高
校
か
ら
２
日
間
で
17

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
医
師
体
験
で
は
健
生
病
院

緩
和
ケ
ア
科
の
伊
藤
真
弘
医

師
が
「
生
き
る
た
め
の
緩
和

ケ
ア
」
と
題
し
て
講
演
し
、

終
末
期
患
者
の
人
生
に
寄
り

添
う
大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
緩
和
ケ

ア
は
患
者
さ
ん
の
最
後
を
迎

え
る
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
か
っ
た
」、「
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
価
値
あ
る
時
間
を
つ

く
る
こ
と
。
患
者
さ
ん
が
望

む
生
き
方
を
チ
ー
ム
医
療
で

支
え
て
い
く
の
だ
と
感
じ

た
」
と
い
う
感

想
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
伊
藤
医
師
の

講
演
後
、
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
聴
診
器
体

験
と
病
院
見
学

を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　
聴
診
器
体
験

は
初
期
研
修
医

が
指
導
役
を
担

い
ま
し
た
。
聴

診
器
は
医
師
に

と
っ
て
重
要
な
器
具
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
「
聴
診
器
は

Ｅ
Ｒ
で
よ
く
使
う
。
患
者
を

診
察
す
る
時
に
、
お
な
か
の

音
が
全
く
し
て
い
な
い
場
合

は
腸
閉
塞
な
ど
の
病
気
を
疑

う
。
肺
の
音
が
通
常
で
は
な

い
と
き
は
、
Ｃ

Ｔ
で
検
査
を
し

て
病
気
を
見
つ

け
る
ヒ
ン
ト
に

し
て
い
く
」
な

ど
、
具
体
的
な

使
用
場
面
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
病
院
見
学
は

伊
藤
医
師
が

「
病
院
の
中
で

見
た
い
と
こ
ろ

は
ど
こ
で
す

か
？
」
と
問
い

か
け
な
が
ら
、
参
加
者
の
要

望
に
応
え
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
見
学
に
な
り
ま
し
た
。
普

段
は
入
れ
な
い
手
術
室
や
分

娩
台
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
検
査
機

器
の
体
験
に
高
校
生
も
満
足

気
な
様
子
で
し
た
。

　
参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は

「
医
師
に
な
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
が
っ
た
」、「
患

者
さ
ん
の
こ
と
を
い
か
に
大

切
に
優
先
的
に
考
え
て
い
る

の
か
が
分
か
っ
た
」、「
こ
う

い
う
病
院
で
働
き
た
い
と

思
っ
た
」、
な
ど
の
感
想
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
弘
前
地
域
以
外
で
は
、
８

月
３
日
と
７
日
に
八
戸
地
域

で
計
９
人
、
８
月
８
日
と
10

日
に
青
森
地
域
で
計
15
人
の

高
校
生
が
医
師
体
験
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
８
月
９
日
に

に
健
生
病
院
で

は
点
滴
体
験
、

藤
代
健
生
病
院

で
は
手
洗
い
体

験
と
個
人
防
護

具
脱
着
体
験
、

車
い
す
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

病
棟
内
で
直
接

患
者
さ
ん
と
接

し
て
体
験
す
る

わ
け
で
は
な
い

の
で
、
せ
め
て

使
用
す
る
器
具

や
医
療
材
料
は

現
場
や
看
護
学

校
で
使
用
す
る
も
の
を
準
備

し
、
本
物
に
触
れ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
個
人
防
護
具
の

脱
着
で
は
「
テ
レ
ビ
で
コ
ロ

ナ
患
者
さ
ん
の
対
応
し
て
い

る
看
護
師
さ
ん
が
着
け
て
い

る
の
を
見
て
い
た
け
ど
、
こ

ん
な
に
暑
く
て
苦
し
い
も
の

だ
と
初
め
て
わ
か
っ
た
。
こ

れ
で
何
時
間
も
ケ
ア
す
る
の

は
大
変
。
着
る
の
も
脱
ぐ
の

も
難
し
い
」
と
い
う
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
病
院

見
学
で
手
術
室
等
、
普
段
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
や
「
別
な
仕
事
と
迷
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
体

験
を
し
て
み
て
、
や
っ
ぱ
り

看
護
師
に
な
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
」
な
ど
、
楽
し
く
体
験

し
た
こ
と
が
わ
か
る
感
想
ば

か
り
で
し
た
。
ま
た
「
次
は

患
者
さ
ん
と
直
接
お
話
し
て

み
た
い
」
と
い
う
要
望
も
あ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

も
不
透
明
な
ま
ま
で
す
が
、

生
徒
さ
ん
、
患
者
さ
ん
、
職

員
の
安
全
を
考
え
な
が
ら
、

看
護
職
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
高
校
生
の
願
い

に
応
え
る
企
画
を
、
今
後
も

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
看
護
介
護
部　
阿
保
祥
子
）

高
校
生 

看
護
体
験　
７
／
26

や
っ
ぱ
り
看
護
師
を
目
指
し
た
い

や
っ
ぱ
り
看
護
師
を
目
指
し
た
い

健生病院
サポートセンター

（担当：工藤 千絵）

0172-55-7717 （内線4181）
住所：〒 弘前市大字扇町 丁目

患者さんに寄り添って、一緒にやりがいを見つけませんか患者さんに寄り添って、一緒にやりがいを見つけませんか

健生病院・健生クリニック

花木の
手入れ

津軽保健生協 健康毎週月曜日 （9月16日、10月7日のみ土曜日）

９時３０分～１１時００分

来れるときの参加で結構ですが申込をお願いします。

会場：津軽保健生協会館
申込先：津軽保健生協組織部（0172-35-8933）

プログラム
－講話－
健康に関する講話、
身体の仕組みなど
（津軽保健生協職員、
ファルマ、ボランティア）

－ストレッチ－
筋肉の動かし方
ボール、セラバンド
体操など
（ひろさき健幸増進リーダー、
弘前市スポーツ指導員）

希望者には終了後にフットケアも実施します！（予約制）

９月・１０月分を募集中。

健健康康づづくくりり委委員員会会

参加費無料‼
お気軽に‼ 動きやすい服装で‼

青
森
民
医
連
・
夏
の
高
校
生
医
師
体
験
in
健
生
病
院　

７
／
27

は
青
森
県
が
主
催
す
る
医
師

を
目
指
す
高
校
生
向
け
の

「
医
療
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
体

験
事
業
」
を
健
生
病
院
が
受

け
入
れ
、
21
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

（
青
森
民
医
連

医
師
医
学
生
課 

矢
作
史
考
）

「
患
者
さ
ん
を

�
大
切
に
し
て
い
る
病
院
だ
と
分
か
っ
た
」
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７
月
21
日
、
常
盤
支
部
レ

ク
が
25
名
の
参
加
で
４
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
、
生
協
の
バ
ス

で
、
秋
田
県
小
坂
町
・
康
楽

館
の
演
劇
鑑
賞
と
夏
の
十
和

田
湖
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
康
楽
館
の
観
劇
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
バ
ス
旅
行
が
何
年
も

で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
久
し
振
り
で
し
た
。

　
康
楽
館
で
は
、
座
長
の
女

優
・
藤
田
弓
子
さ
ん
も
出
演

す
る
、
劇
団
ゆ
め
い
ろ
に
よ

る
、
喜
劇
『
押
し
か
け
女
房

は　
幽
霊
』
―
応
挙
の
幽
霊

よ
り
―
と
シ
ョ
ー
『
夏
雲
奇

峰
』
を
観
劇
し
ま
し
た
。

　
劇
は
、
掛
け
軸
の
円
山
応

挙
の
幽
霊
が
現
わ
れ
家
に
居

つ
い
て
活
躍
す
る
人
情
劇
。

　

昨
年
田
舎
館
村
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
の
観
賞
を
メ
イ
ン
に

計
画
を
し
た
の
で
す
が
、
直

前
に
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
が

増
え
て
急
き
ょ
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の

見
頃
を
考
え
て
時
期
を
１
ヵ

月
早
め
た
と
こ
ろ
、
海
藻
の

収
穫
作
業
と
重
な
っ
て
し
ま

い
、
７
月
29
日
（
土
）
４
名

の
参
加
者
と
な
っ
た
次
第
で

す
。
第
１
会
場
「
門
世
の

柵
：
棟
方
志
功
と
真
珠
の
耳

飾
り
の
少
女
：
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
」
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
に

て
困
っ
た
こ
と
が
な
い
か
な

ど
、
交
流
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
怖
い
犬
が
い
る
家
に

手
配
り
す
る
際
の
工
夫
な

ど
、
く
す
っ
と
笑
え
る
よ
う

な
お
話
も
あ
り
、
み
な
さ
ん

打
ち
解
け
ら
れ
た
よ
う
で
し

た
。
そ
の
後
は
、
○
×
ク
イ

ズ
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
三
大
支
部
で
は
、
７
月
11

日
に
手
配
り
者
の
集
い
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
勢
16
名
、

バ
ス
で
浪
岡
町
に
あ
る
温
泉

「
健
康
の
森
花
岡
プ
ラ
ザ
」

へ
出
か
け
ま
し
た
。

　
到
着
後
は
、
参
加
者
同
士

の
自
己
紹
介
を
し
て
か
ら
、

日
頃
の
組
合
員
活
動
に
お
い

猿
賀
公
園
で
蓮
の
花
を
な
が

め
散
策
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
第
２
会
場

「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」・
石
の
ア
ー

ト
「
棟
方
志
功
」
を
観
ま
し

た
。

　
昼
は
田
舎
館
村
道
の
駅
で

食
事
（
写
真
）
を
と
り
ま
し

た
。
５
名
か
ら
増
資
１
万
円

の
協
力
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り

の
外
で
の
楽
し
い
企
画
と
な

り
ま
し
た
。
帰
り
に
健
生
病

佐
原
支
部
長
か
ら
出

題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
の

テ
ー
マ
は
、
津
軽
保

健
や
三
大
支
部
に
つ

い
て
の
こ
と
、
健
康

に
関
す
る
こ
と
、
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

皆
さ
ん
悩
み
な
が
ら

○
×
の
札
を
あ
げ
て
、

童
心
に
返
っ
て
笑
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。

（
組
織
部

 

・
三
上
智
子
）

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
と
道
の
駅

手
配
り
者
の
集
い（
活
動
者
交
流
集
会
）

小
泊
支
部
レ
ク

三

大

支

部

７
／
29

　
７
月
31
日
岩
木
支
部
レ
ク

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
支

部
の
要
望
に
応
え
、
エ
ル
ム

（
五
所
川
原
市
）
と
海
の
駅

わ
ん
ど
（
鰺
ヶ
沢
町
）
で
お

買
い
物
で
す
。
前
日
、
前
々

日
と
記
録
的
な
猛
暑
だ
っ
た

た
め
、
下
見
を
行
い
、
し
っ

か
り
と
日
程
を
組
ん
で
実
施

さ
れ
、
14
名
の
参
加
で
し

た
。
途
中
、
バ
ス
の
中
で
日

程
表
と
エ
ル
ム
の
フ
ロ
ア

マ
ッ
プ
を
配
り
、
熱
中
症
に

気
を
付
け
、
水
分
補
給
な
ど

注
意
事
項
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
エ
ル
ム
の
中
は
広
く
、
色

ん
な
お
店
が
入
っ
て
い
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
は
お
買
い
物

よ
り
お
話
を
す
る
の
が
楽
し

い
様
子
で
、
通
路
に
あ
る
椅

子
に
座
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

お
昼
は
海
鮮
丼
組
と
お
蕎
麦

組
に
分
か
れ
て
、
好
き
な
も

の
を
注
文
し
、「
久
し
ぶ
り

の
外
食
だ
！
」
な
ど
と
笑
い

な
が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
エ
ル
ム
を
出
て
バ
ス
に
乗

る
時
は
小
雨
で
し
た
が
、
だ

ん
だ
ん
雨
が
ひ
ど
く
な
り
、

滝
の
よ
う
に
降
っ
て
き
て
、

先
が
見
え
な
く
な
る
く
ら
い

で
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま
し

た
。
す
る
と
ど
う
で
し
ょ

う
。
鰺
ヶ
沢
町
に
着
い
た
途

端
、
雨
が
嘘
の
よ
う
に
止
ん

だ
の
で
す
。
思
わ
ず
皆
と
顔

を
見
合
わ
せ
て
笑
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
わ
ん
ど
で
は
、
焼
き
イ
カ

な
ど
を
購
入
し
、
こ
こ
で
も

皆
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
。

話
は
尽
き
ま
せ
ん
。
記
念
写

真
を
撮
っ
て
帰
路
に
着
き
ま

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
支
部

レ
ク
が
楽
し
す
ぎ
て
、
そ
の

日
は
ぐ
っ
す
り
と
眠
り
に
つ

き
ま
し
た
。

 

（
支
部
長
・
櫻
庭
友
子
）

お
し
ゃ
べ
り
に
花
咲
か
せ
て

岩
木
支
部
レ
ク

７
／
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７
／
11

最
後
に
藤
田
弓
子
さ
ん
扮
す

る
僧
の
力
で
見
事
成
仏
す
る

内
容
で
す
。
大
衆
演
劇
の
役

者
だ
け
で
な
く
、
舞
台
や
映

画
な
ど
で
活
躍
す
る
皆
さ
ん

も
出
演
、
中
々
面
白
い
演
劇

で
し
た
。
二
部
の
シ
ョ
ー
も

豪
華
な
歌
と
踊
り
が
観
ら
れ

ま
す
。
藤
田
さ
ん
が
客
席
に

直
に
来
て
の
ア
ピ
ー
ル
も
感

激
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
の
楽
し
み
は
、
観
劇

し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

手
ご
ろ
で
お
い
し
い
弁
当
で

す
が
、
今
回
も
味
わ
え
ま
し

た
。
客
席
で
の
弁
当
も
粋
で

す
ね
。

　
劇
場
に
行
く
ま
で
、
高
速

か
ら
降
り
て
間
も
な
く
夏
緑

の
中
に
カ
ラ
フ
ル
に
そ
び
え

る
、
役
者
名
の
の
ぼ
り
旗
の

列
も
見
事
で
す
。

　
そ
の
後
、
十
和
田
湖
に
向

か
い
ま
し
た
が
、
秋
田
側
か

ら
は
意
外
と
近
い
で
す
ね
。

錦
秋
や
、
春
も・

・

・
み
じ
と
も
違

う
、
深
緑
の
夏
も
静
か
で
も

あ
り
、
な
か
な
か
味
わ
い
深

い
も
の
で
し
た
。
思
い
切
っ

て
レ
ク
を
実
施
し
て
大
変
良

か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

（
常
盤
支
部
・
小
田
桐
泰
英
）

康
楽
館
観
劇
と

�

風
そ
よ
ぐ
十
和
田
湖

常

盤

支

部

７
／
21

院
を
バ
ス
か
ら
な
が
め
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

 

（
支
部
長
・
金
澤
恵
子
）
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三大支部　7月30日（マックスバリュ安原店）五所川原支部　7月18日（マエダストア五所川原店）

北支部　7月29日（さとちょう高杉店） 平賀支部　7月22日（マックスバリュ平賀店）

2023年度 まちかど健康チェックまちかど健康チェック
９月も続いて各支部で行われます

　４年ぶりに「まちかど健康チェック」を各
支部で開催しています。各支部の身近な場所
で開催していて、久々の開催ということもあ
り、場所を借りるお店との交渉に苦労した支
部もありました。
　健康チェックは、血圧、体脂肪、生活習慣
などこれまで行っているチェックのほか、県
生協連からベジチェックを借りて行ったとこ
ろもありました。ベジチェックは、手をかざ

すだけで野菜の摂取量がわかります。
　参加した職員からは、「健康を意識する良
い機会だと思う」「地域に出て組合員さんの
力を感じた」。始めて経験した職員からは、
「質問してお話しするのが楽しかった」など
の感想がありました。
　来年度は、夏に行う際は涼しい屋内で行う
か、開催時期をずらしたいという感想があり
ました。　　　　　　（組織部・三上真史）
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─
五
所
川
原
診
療
所
に
支

援
に
来
ら
れ
て
４
ヵ
月　
こ

ち
ら
の
環
境
に
馴
染
み
ま
し

た
か

　
４
月
か
ら
月
曜
日
、
木
曜

日
の
週
２
回
、
自
家
用
車
で

自
宅
が
あ
る
弘
前
市
か
ら
国

道
７
号
、
３
３
９
号
を
利
用

し
て
お
り
ま
す
。
岩
木
山
を

望
み
、
国
道
７
号
「
つ
か
の

桜
街
道
」
の
並
木
を
観
な
が

ら
約
１
時
間
か
け
て
通
勤
し

て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
（
五

所
川
原
市
）
の
言
葉
使
い
が

少
し
分
か
ら
な
い
か
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
私
も
弘
前
に

来
て
10
年
に
な
り
ま
す
し
、

意
外
に
そ
う
で
な
か
っ
た
で

す
ね
。
組
合
員
さ
ん
の
雰
囲

気
も
、
も
っ
と
怖
い
人
が
多

い
と
思
い
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
案
外
優
し
い
人
ば
か
り
で

す
ね
。

　
─
先
生
の
経
歴
は
多
岐
で

す
が
医
師
へ
進
む
き
っ
か
け

は

　
西
北
理
事
協
ニ
ュ
ー
ス
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
経
験
し
て
き
ま

し
た
。

　
私
は
18
歳
ま
で
大
阪
で
過

ご
し
、
大
学
は
金
沢
で
、
薬

剤
師
に
な
り
薬
局
に
勤
め
札

幌
や
栃
木
、
京
都
で
働
き
ま

し
た
。
退
職
後
、
ア
フ
リ
カ

の
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
２
年
従
事

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
体

験
か
ら
医
師
を
目
指
そ
う
と

神
戸
で
働
き
な
が
ら
受
験
勉

強
し
、
２
０
１
２
年
に
弘
前

大
学
に
編
入
学
し
ま
し
た
。

　
卒
業
後
、
健
生
病
院
で
初

期
研
修
を
終
え
、
弘
前
大
学

病
院
や
青
森
県
立
中
央
病
院

の
救
急
科
を
経
て
、
健
生
病

院
の
救
急
外
来
や
黒
石
診
療

所
に
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。

　
医
師
へ
進
む
一
番
の
き
っ

か
け
は
、
薬
剤
師
と
し
て
働

い
て
い
た
の
で
す
が
、
患
者

さ
ん
へ
お
薬
の
処
方
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
以
外
に
何
か

も
っ
と
他
に
や
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
と
考
え
た
こ

と
、
ア
フ
リ
カ
で
の
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
で

す
か
ね
。　
　

　
─
高
齢
化
率
が
高
い
エ
リ

ア
で
す　
先
生
が
進
め
て
い

き
た
い
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
　
支
援
医
師
と
し
て
の
４
ヵ

月
、
当
エ
リ
ア
の
現
状
を
す

べ
て
承
知
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
今
は
目
の
前

の
出
来
る
こ
と
を
し
っ
か
り

や
っ
て
行
く
こ
と
か
な
。
な

か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
救

急
外
来
を
経
験
し
て
来
ま
し

た
の
で
い
ろ
ん
な
患
者
さ
ん

に
遭
遇
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
患
者
さ
ん
は
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
慢
性
疾
患

の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
救
急
外
来
の
経

験
を
活
か
し
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に

来
て
早
々
で
す
が
つ
が
る
総

合
病
院
の
方
へ
紹
介
し
た
患

者
さ
ん
も
お
り
ま
し
た
ね
。

　
─
先
生
ご
自
身
の
将
来
展

望
は
如
何
で
し
ょ
う
か

　
安
田
先
生
に
代
わ
っ
て
、

五
所
川
原
診
療
所
へ
支
援
医

師
が
求
め
ら
れ
て
い
る
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
救
急
外
来

も
そ
う
で
す
が
総
合
診
療
の

経
験
も
必
要
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
の
で
良
い
機
会
と
捉

え
、
こ
ち
ら
で
お
世
話
に
な

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ

ち
ら
に
来
て
未
だ
４
カ
月
で

す
が
個
人
的
に
は
多
く
の
医

療
を
経
験
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
し
、
そ
れ
が
現
在

の
仕
事
に
プ
ラ
ス
に
な
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
─
西
北
健
康
ま
つ
り
の
講

演
を
よ
ろ
し
く

　
初
め
て
に
な
り
ま
す
が
、

き
ち
ん
と
テ
ー
マ
を
絞
り

し
っ
か
り
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

─
趣
味
の
ト
マ
ト
づ
く
り

を
自
宅
と
市
民
農
園
で
楽

し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

終
始
親
近
感
の
あ
る
穏
や

か
な
対
応
で
し
た
。

　

春
木
先
生
が
研
修
医

だ
っ
た
当
時
、
深
浦
町
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
実
施
し

た
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
に

お
子
さ
ん
（
長
女
）
を
連

れ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
共
々

応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
改
め
て
感
謝
で
す
。

（
聞
き
手
・
理
事　八

木
橋
健
）

健
生
五
所
川
原
診
療
所　

春
木　

茂
紀　

医
師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

救
急
外
来
の
経
験
を
活
か
し
、
総
合
診
療
の
経
験
を

尾上支部　7月27日（さとちょう尾上店）

南石川支部　7月30日（サンフェスタいしかわ）

北東支部　7月22日(ユニバース堅田店) 板柳支部　7月19日（いきいきセンター）

岩木支部　8月 7日（桜温泉）

黒石支部　7月22日（メガ黒石店）

（青森市）
／

誰

津軽保健生協 組織部 0172-35-8933 昼には送迎
バスが出ます
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8
月
3
日
、
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
弘
前
市
実

行
委
員
会
に
よ
る
「
原
水
爆

禁
止
2
０
２
３
年
世
界
大
会

（
長
崎
）
弘
前
地
区
合
同
壮

行
会
」
が
開
催
さ
れ
、
健
生

病
院
、
藤
代
健
生
病
院
、

（
株
）
フ
ァ
ル
マ
、
新
日
本

婦
人
の
会
弘
前
支
部
、
等
か

ら
総
勢
30
名
程
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
開
催
地
へ
は
行

か
ず
に
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
で

し
た
が
、
今
年
は
弘
前
地
区

か
ら
6
名
の
代
表
者
が
開
催

地
（
長
崎
）
参
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
青
森
県
原
水
協
の

猪
股
事
務
局
長
か
ら
は
、
被

爆
78
年
を
迎
え
る
世
界
大
会

（
長
崎
）
に
つ
い
て
と
激
励

の
挨
拶
い
た
だ
き
、
原
水
禁

世
界
大
会
参
加
者
一
人
一
人

か
ら
も
決
意
表
明
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
藤
代
健
生
病

院
、（
株
）
フ
ァ
ル
マ
、
新

日
本
婦
人
の
会
か
ら
「
折
り

鶴
」
贈
呈
後
、
健
生
病
院
竹

内
院
長
か
ら
、
明
日
に
で
も

核
兵
器
使
用
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
の
中
で
今
年
は
大
変
重

要
な
世
界
大
会
な
る
こ
と

や
、
参
加
者
へ
の
期
待
を
込

め
た
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

〈
原
水
爆
禁
止
２
０
２

３
年
世
界
大
会
（
長

崎
）
参
加
者
〉

①
相
内　
一
朗

（
健
生
病
院　
医
師
）

②
佐
藤　
　
亘

（
健
生
病
院　

看
護

師
）

③
鳴
海　
雄
貴

（
健
生
病
院　

放
射

線
技
師
）

④
奥
山　
千
尋

（
健
生
病
院　
事
務
）

　
8
月
1
日
、
7
時
30
分
に

十
二
湖
、
深
浦
観
光
ホ
テ
ル

へ
出
発
。
46
名
が
参
加
し
、

バ
ス
の
中
で
は
各
自
お
や
つ

を
食
べ
た
り
、
会
話
が
弾
ん

で
い
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
で
は
食
事
し
な
が

ら
4
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
カ

ラ
オ
ケ
。
コ
ロ
ナ
前
よ
り
盛

り
上
が
っ
て
皆
さ
ん
活
き
活

き
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
笑
っ
て
騒
い
で
免
疫
力

ア
ッ
プ
す
る
小
旅
行
。
食
事

や
露
天
風
呂
は
最
高
で
、
ほ

ん
と
う
に
来
て
良
か
っ
た

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
深
浦

岩
崎
支
部
理
事
の
八
木
橋
健

さ
ん
、
こ
の
日
の
た
め
に

色
々
と
協
力
し
て
下
さ
い
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
私
た
ち
は
、
十
二
湖
な
ど

を
見
て
有
意
義
な
1
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
猛

暑
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

誰
一
人
具
合
が
悪
く
な
っ
た

人
も
出
ず
、
時
間
通
り
に
帰

宅
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
人

た
ち
の
声
を
少
し
で
も
受
け

入
れ
て
、
よ
り
良
い
支
部
レ

ク
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
来
年
も
元
気
に
多
く

の
人
が
参
加
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
回
の
レ
ク
で
私
の
友

人
が
新
規
組
合
員
と
な
り
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

（
運
営
委
員
・
斉
藤
春
子
）

　
7
月
19
日
、
今
年
度
第
一

回
目
の
支
部
学
習
担
当
者
会

識
が
生
協
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
各
支
部
か
ら
17
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
度
組
合
員
の

教
育
学
習
活
動
の
方
針
と
し

て
、
①
「
通
信
教
育
」
の
受

講
の
取
組
み
②
「
生
協
学 

校
開
催
」
③
「
お
ら
ほ
の
い

い
ど
ご
発
表
会
」
④
「
支
部

学
習
担
当
者
会
議
」
年
3
回

開
催(

７
月
、
9
月
、
2
月
）

⑤
情
報
誌
「com

com
」

購
読
の
普
及
と
5
項
目
の
学

習
活
動
に
つ
い
て
事
務
局
長

が
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
支
部
学
習

担
当
者
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
、
普
段
思
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
率
直
な
意
見
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
通
信
教
育
に
つ

い
て
は
受
講
者
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
打
開
策
の
一
つ
と

し
て
グ
ル
ー
プ
エ
ン
ト
リ 

ー
の
条
件
は
5
名
以
上
と

な
っ
て
い
る
が
、
班
活
動
同

様
3
名
以
上
で
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
ど
う
か
と
の
意
見

が
あ
り
、
今
後
、
教
育
委
員

会
と
し
て
対
応
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
後
、

4
年
ぶ
り
の
事
業
実
施
と
な

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
気
持

ち
で
取
り
組
む
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
後
、
70
周
年
記

念
事
業
と
し
て
作
成
さ
れ
た

「
70
周
年
記
念
ビ
デ
オ
」
を

視
聴
し
、
津
軽
保
健
生
活
協

同
組
合
創
立
当
時
の
関
係
者

に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会・

羽
賀
正
之
）

　
健
生
五
所
川
原
診
療
所
デ

イ
ケ
ア
で
は
、
午
後
に
創
作

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の

素
材
で
あ
る
ワ
ッ
ク
ス
を
溶

か
し
て
、「
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン

ド
ル
」
と
壁
掛
け
用
の
「
サ

シ
ェ
」
を
製
作
し
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
、
ユ
ー
カ

リ
、
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
、
レ
モ
ン

グ
ラ
ス
な
ど
の
ア
ロ
マ
を
入

れ
て
い
ま
す
。
置
い
て
お
く

だ
け
で
、
ハ
ー
ブ
の
心
地
よ

い
香
り
が
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
香
り
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
を
与
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
蚊
が
苦
手
な
香
り
で
も

あ
り
ま
す
。
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン

ド
ル
は
、
屋
外
で
火
を
と
も

す
と
虫
除
け
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、
色
を
つ
け

た
り
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な

ど
を
入
れ
た
り
と
、
見
た
目

も
美
し
く
な
る
よ
う
に
利
用

者
さ
ん
と
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
多
く
の
方
に
デ
イ

ケ
ア
の
活
動
を
お
伝
え
し
た

く
、
創
作
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル

と
サ
シ
ェ
を
９
月
10
日
に
開

催
さ
れ
る
西
北
健
康
ま
つ
り

で
販
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
販
売
価
格
は
現
在
検
討

中
で
す
が
、
個
数
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
購
入
は

お
早
め
に
！

（
健
生
五
所
川
原
診
療
所　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

主
任
・
工
藤
賜
瑞
子
）

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会(

長
崎)

弘
前
地
区
合
同
壮
行
会
実
施

ハーブの心地よい香り
蚊が苦手な香り、虫除け効果あり

健
生
五
所
川
原
診
療
所
デ
イ
ケ
ア
の
…

創
作
活
動

教
育
委
員
会　
　

７
／
19

支
部
学
習
担
当
者
会
議

モバイル版
ホームページ

http://www.kensei-hp.jp

健
生
病
院

ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015

生 協 本 部
0172-33-7515

組合員センター
0172-35-8933

健

生

病

院

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-40-3256

健生訪問看護ステーション
た ま ち 本 所
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
たまち・のだ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

⑤
三
上
心
乃
音

（
株
フ
ァ
ル
マ　
事
務
）

⑥
村
田　
優
哉

（
弘
前
大
学
大
学
院
生
）

十
二
湖
と
深
浦
へ
の
旅

五
所
川
原
支
部
　
バ
ス
レ
ク

８
／
１

　
下
町
支
部
で
は
、
地
域
内

に
お
住
い
の
「
職
員
の
み
な

さ
ん
」
に
「
健
康
」
新
聞
の

手
配
り
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
配
布
を
引

き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
か

ら
、
署
名
と
と
も
に
お
便
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
9
月
末
ま
で
に
１
５
０
０

筆
目
標
の
「
軍
事
費
の
拡
大

で
は
な
く
社
会
保
障
の
拡
充

を
求
め
る
請
願
署
名
」（
理

事
長
名
で
組
合
員
各
位
に
お

願
い
し
て
い
る
）
の
用
紙
に

そ
え
て
、“
津
軽
保
健
生
活

協
同
組
合
の
関
連
施
設
の
見

学
研
修
に
参
加
し
た
折
、

「
健
康
」
新
聞
の
郵
送
経
費

に
つ
い
て
説
明
を
う
け
、
手

配
り
を
し
よ
う
と
思
い
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
ま
す
”
と

の
、
う
れ
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
し
た
。

（
下
町
支
部
事
務
局
長

・
石
田
静
枝
）

手
配
り
ヤ
ッ
ホ
ー

子育て支援カフェ子育て支援カフェ

津軽保健生協企画津軽保健生協企画
第４回第４回

開催日時：2023年10月7日(土）
10：00～11：00

場所：生協会館 3階 会議室

１.各部からのお知らせ
２.企画「食育」講師：健生病院 栄養科
～離乳食・好き嫌いの食べ物について～

３.交流

開催内容：
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応
募
方
法

１
き
ち
ん
と
歯
磨
き
し
て
―
―

―
予
防

４
日
本
や
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
の
国
の
特
徴
。
―

―
国

５
ム
ス
ク
の
よ
う
な
甘
い
香
り

を
持
つ
ブ
ド
ウ
。
皮
が
緑
色

の
も
の
が
多
い

６
日
本
伝
統
の
美
し
い
魚
。
―

―
の
餌
や
り

７
心
配
事
や
悩
み
事
の
こ
と
。

―
―
―
の
種

２
米
を
炊
く
前
に
水
を
吸

わ
せ
ま
す

３
リ
コ
ピ
ン
た
っ
ぷ
り
の

赤
い
夏
野
菜

４
文
章
を
書
く
こ
と

５
冗
談
で
喋
っ
た
こ
と
が

本
当
に
な
る
。
嘘
か
ら

出
た
―
―
―

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3 《
ヒ
ン
ト
》（
４
文
字
）

夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
９
月
11
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
tsugaru-health.coop

第
72８
号
（
８
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
フ
ウ
リ
ン
＝
風
鈴
」

1

5

6

2

7

4

3

ウ

サ
シ
エ

ス
プ
ー
ン

メ

フ

フ

ス
イ
モ
ノ

カ
ミ
ン

リ

健生病院　花盛りの酔
スイフヨウ
芙蓉　旧健生病院玄関から移植し６年目

　

ガ
ラ
ス
の
風
鈴
よ
り
、
鉄
の

風
鈴
が
好
き
で
す
。
涼
し
さ
を

よ
り
一
層
感
じ
ま
す
。
先
日
、

娘
の
友
人
と
私
の
４
人
で
い
な

か
だ
て
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
娘
達
は
ワ
ン

ピ
ー
ス
の
フ
ァ
ン
な
の
で
、
か

な
り
喜
ん
で
見
て
い
ま
し
た
。

私
個
人
的
に
は
石
の
ア
ー
ト
の

棟
方
志
功
が
気
に
入
り
ま
し
た
。

風
鈴
の
こ
と

風
鈴
の
こ
と

青
森
市　

３
人
娘
の
母

　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
以
前
は
意
気
込

ん
で
高
い
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

し
た
が
、
定
年
間
近
に
な
り
、

老
い
て
も
無
理
な
く
続
け
ら
れ

習
慣
化
で
き
る
も
の
で
参
加
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

習
慣
化
で
き
る
も
の

弘
前
市　

ひ
ま
わ
り

　

以
前
テ
レ
ビ
で
、
総
合
診
療

医
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま

し
た
。
黒
石
診
療
所
に
着

任
さ
れ
た
原
先
生
が
、
そ

の
実
践
医
師
と
い
う
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
、
と
て

も
心
強
く
有
難
く
思
い
ま

し
た
。
高
齢
者
の
私
は
う

れ
し
い
で
す
。

総
合
診
療
医

黒
石
市　

竹
ヶ
原
や
す
し

　

あ
お
も
り
ま
る
ご
と
２
０
２

３
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。
運
動
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

自
転
車
こ
ぎ
、
食
生
活
。
嫌
わ

な
い
で
何
で
も
食
べ
ま
す
。
脳

い
き
い
き
。
読
書
、
パ
ズ
ル
。

生
ま
れ
て
こ
の
方
、
禁
煙
、
禁

酒
で
す
。

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

つ
が
る
市　

蝦
名　

憲
英

　

や
っ
と
４
年
ぶ
り
に
、
第
34

回
西
北
健
康
ま
つ
り
の
開
催
で

す
。
会
え
な
か
っ
た
方
々
の
顔

を
見
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

西
北
健
康
ま
つ
り

中
泊
町　

米
谷　

セ
ツ

　

物
価
高
、
私
の
財
布
を
苦
し

め
る
。
年
金
は
目
減
り
、
物
は

上
が
り
、
厳
し
い
世
の
中
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
自
前
の
野
菜

に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
イ

カ
も
採
れ
、
食
べ
ま
し
た
。
共

存
共
栄
で
き
る
と
い
い
ね
。

物
価
高
で
す
ね

平
川
市　

覚
蓮
坊

　

ネ
プ
タ
祭
も
始

ま
り
う
れ
し
い
で

す
。
で
も
朝
、
起

き
れ
ば
も
う
暑
く

て
ぐ
っ
た
り
で

す
。
6
時
半
の
ラ

ジ
オ
体
操
を
終
え

て
、
や
れ
や
れ
今

日
も
ま
た
暑
い
一

日
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
も
後
一

ヵ
月
の
ガ
マ
ン
。

お
盆
が
過
ぎ
れ
ば

ど
こ
か
ら
と
も
な

く
涼
し
い
風
が
吹

い
て
ま
い
り
ま

す
。
あ
と
も
う
少

し
だ
よ
。
お
互
い

熱
中
症
に
気
を
付

け
て
、
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

暑
く
て
ぐ
っ
た
り

弘
前
市　

小
山
え
つ
子

　

コ
ロ
ナ
が
一
応
収
束
し
て
、

何
よ
り
も
祭
り
の
に
ぎ
わ
い
が

戻
っ
て
き
て
、
蓮
の
花
ま
つ
り

や
、
ネ
プ
タ
囃
子
の
音
に
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。
暑
す
ぎ
る
け
ど

良
い
夏
で
す
。

良
い
夏
で
す

平
川
市　

の
り
ぞ
う

　

外
で
お
仕
事
し
て
い
る
人

達
、
本
当
に
大
変
ご
苦
労
様
で

す
。
家
に
居
て
も
汗
だ
く
で

す
。
熱
中
症
に
気
を
付
け
、
麦

茶
を
飲
ん
で
ま
す
。

毎
日
毎
日
、
猛
暑
日

弘
前
市　

秋
桜

　

滋
賀
県
か
ら
娘
と
孫
４
人
が

夏
休
み
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

車
で
14
時
間
の
疲
れ
も
見
せ

ず
、
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
で

す
。
30
分
歩
い
て
図
書
館
ま
で

連
れ
て
行
き
、
帰
り
は
「
ア
イ

ス
」
を
ご
ち
そ
う
し
て
喜
ば
れ

ま
し
た
。

２
年
ぶ
り
に
帰
省

弘
前
市　

テ
ク
テ
ク

　

い
つ
も
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
の

姿
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

遠
く
に
住
ん
で
い
る
ひ
孫
の
姿

と
重
ね
合
わ
せ
て
ま
す
。

す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル

弘
前
市　

工
藤
ツ
マ
子

　

裏
の
畑
で
赤
ト
ン
ボ
を
見
ま

し
た
。
立
秋
の
日
で
す
。
ま
だ

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

赤
ト
ン
ボ
は
暦
を
見
な
が
ら
飛

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

赤
ト
ン
ボ
と
暦

藤
崎
町　

ひ
ろ
し
君

　

東
北
は
ま
だ
ま
だ
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
デ
ン
キ
も
充
分
使
え

て
ま
す
し
、
毎
日
雨
風
の
向
こ

う
の
人
々
に
比
べ
た
ら
、
本
当

に
心
か
ら
感
謝
で
す
ご
し
た
い

で
す
。

暑
い
毎
日
で
す
が
…

黒
石
市　

山
田
志
賀
子

　

毎
朝
の
体
重
測
定
と
朝
晩
の

血
圧
測
定
。
さ
ら
に
「
ボ
ケ
」

防
止
の
た
め
、
新
聞
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
解
い
て
、
毎

回
葉
書
を
出
し
て
い
る
。

「
ボ
ケ
」
防
止

弘
前
市　

工
藤　

内
記

　
「
医
師
か
ら
の
紙
ヒ
コ
ー
キ
」

の
「
肝
臓
外
来
」
で
す
。
次
回

か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

興
味
深
い
記
事

弘
前
市　

澤
田　

頼
子

　

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
で

作
れ
る
の
で
、
お
手
軽
で
作
っ

て
み
た
い
!
カ
ボ
チ
ャ
や
パ
プ

リ
カ
の
夏
野
菜
も
入
っ
て
い

て
、
健
康
に
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。

夏
野
菜
の
ケ
ー
ク
サ
レ

鶴
田
町　

笹
森　

舞
子

　

加
齢
に
伴
っ
て
、
快
適
温

度
、
快
適
湿
度
の
ス
ト
ラ
イ
ク

ゾ
ー
ン
が
狭
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
以
前
は
平
気
だ
っ
た
こ
と

も
今
で
は
辛
抱
た
ま
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
体
調
と
相
談
し
つ

つ
、
お
天
道
さ
ま
に
あ
ま
り
照

ら
さ
な
い
で
ー
と
手
を
合
わ
せ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

温
度
、
湿
度

藤
崎
町　

夏
バ
テ

　

お
祭
り
や
花
火
の
季
節
で
す

ね
。
仕
事
を
し
て
い
た
若
い
頃

は
よ
く
出
か
け
た
も
の
で
す

が
、
今
は
人
混
み
が
い
や
に
な

り
、
テ
レ
ビ
で
見
物
で
す
。

人
混
み
を
避
け
る
よ
う
に

青
森
市　

石
村　

愛
子

　

盛
岡
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

南
部
鉄
器
の
フ
ウ
リ
ン
２
個
を

買
い
、
友
人
に
送
り
ま
し
た
。

南
部
鉄
器

南
部
鉄
器

弘
前
市　

田
中　

章
子

　
「
医
師
か
ら
の
紙
ヒ
コ
ー
キ
」

新
シ
リ
ー
ズ
の
始
ま
り
。
と
っ

て
も
楽
し
み
で
す
。
次
は
ど
な

た
が
ど
ん
な
お
話
を
書
か
れ
る

の
か
な
あ
。
ワ
ク
ワ
ク
で
す
。

紙
ヒ
コ
ー
キ

弘
前
市　

内
藤　

雅
江

　

今
年
も
原
爆
の
日
が
や

っ
て
き
ま
す
。
広
島
で
は

教
科
書
か
ら
「
は
だ
し
の

ゲ
ン
」
が
削
除
さ
れ
、
平

和
に
つ
い
て
の
観
念
が
薄

れ
ゆ
く
感
が
あ
り
ま
す
。

残
念
で
す
。

原
爆
の
日

弘
前
市　

タ
カ
コ　

●
第
７２７
号
（
７
／
１
付
）
当
選
者

（
弘　

前　

市
）　

五
十
嵐
正
幸

小
野　

光
子

藤
田　
　

恵

三
ケ
田
幸
子

（
青　

森　

市
）　

石
村　

静
子

工
藤　

文
子

（
平　

川　

市
）　

石
田　
　

悟

工
藤　

舞
子

（
五
所
川
原
市
）　

磯
野
恵
季
子

（
中　

泊　

町
）　

加
藤　

則
子

●
第
７２８
号
（
８
／
１
付
）
当
選
者

（
弘　

前　

市
）　

小
山
え
つ
子

境　
　

啓
二

外
崎
て
る
子

内
藤　

雅
江

（
青　

森　

市
）　

村
田　

育
子

（
黒　

石　

市
）　

竹
ヶ
原
や
す
し

（
五
所
川
原
市
）　

葛
西
利
伊
子

（
黒　

石　

市
）　

盛　

ま
り
子

（
藤　

崎　

町
）　

飯
塚　
　

洋

（
鶴　

田　

町
）　

笹
森　

舞
子

　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

モバイル版
ホームページ

http://www.kensei-hp.jp

健
生
病
院

ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015

生 協 本 部
0172-33-7515

組合員センター
0172-35-8933

http://www.kensei-hp.jp/

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-40-3256

健生訪問看護ステーション
た ま ち 本 所
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
たまち・のだ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203
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日にち 支部名 行事名（内容） 場　　所
9/2

（土） 平賀 支部レク 田んぼアート 
⇒からんころん温泉

9/3
（日） 黒石 健康まつり 西部地区センター

9/14
（木） 南 健康まつり 看多機（見学） 

⇒生協会館

9/15
（金）

四中 
さくら まちかど健康チェック ハッピードラック 

弘前桔梗野店

9/17
（日） 浪岡 支部レク 小坂町　康楽館

9/20
（水） 三大 合同班レク 浅虫水族館

9/20
（水） 東中 おしゃべりハウス 上等団地集会所

9/22
（金） 時敏 支部レク 秋田県鹿角市

康楽館

9/28
（木） 和徳 サロンつくし 生協会館２階会議室

10/4
（水） 五中 支部レク 大館・石田ローズガー

デン、秋田犬会館

各 支 部 予 定各 支 部 予 定

1人分当たり　エネルギー　240kcal　塩分　1.6g

楽しい お料理楽しい お料理 ☆献立紹介…
健生病院管理栄養士

芹川　朱音　

秋鮭と　きのこの　バター醤油炒め

＜材料＞２人分
生鮭２切れ　片栗粉適量　ぶなしめじ
100g　エリンギ100g　サラダ油大
さじ1　醬油大さじ1と1／2　バター
10g　小ねぎ適量
＜作り方＞
❶鮭は一口大に切り、片栗粉をまぶし
ておく。しめじは石づきを取ってほぐ
し、エリンギは半分の長さで1cmの薄

さに切る。小ねぎは小口切りに切る。
❷熱したフライパンにサラダ油を入れ
て鮭を中火で両面焼き、しめじ、エリ
ンギを加えて炒める。
❸火が通ったら醤油を加えて絡め合わ
せ、更にバターを加える。
❹器に盛り付け、小ねぎをのせれば完
成。

４ヵ月健診の
あかちゃんたちです

百澤　椿
つばき

ちゃん
元気にすくすく育ってね

工藤　蘭
らん

ちゃん
お兄ちゃん、お姉ちゃん
と仲良く元気に♡

齋藤　なのはちゃん
質実剛健

工藤　朔
さ く と

斗ちゃん
ニコニコすくすく
元気に育ってね

奈良岡　葵
あおい

ちゃん
お姉ちゃんと仲良く
元気に育ってね

佐藤　陽
ひ お

桜ちゃん
にぃにといっぱい
遊ぼうね！

松本　紗
さ ら

來ちゃん
元気に育ってね♡

葛西　律
り と

仁ちゃん
すくすく元気に
育ってね！

木村　桜
お う ま

眞ちゃん
ひまりに負けず、

たくましく育ってね♡

地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院
家族教室のご案内

時　間＊９時30分～11時30分の開催です。
［参加希望の方は下記までご一報を！］

依存症治療プログラム（ARP）について
◦９月９日（土）

講師：山本　浩司　作業療法士

・住所、氏名が変わった時…。
・引っ越しされた時…。
・�「健康」新聞が２部届いている時…。
・�組合員がお亡くなりになられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話0172-35-8933

このような時、ご連絡ください 無 料 送 迎 バ ス あ り ま す

会 生涯学習交流センター「松の館」

つがる市木造若緑

☎

： ～ ： 【開場 ： 】

令和 年 月 日日

    

円
（抽選券・記念タオル付）

参加
協力券

開会式・・・・・・・・・・・・ ： ～ ：

健康の達人表彰式・・・ ： ～ ：

講師 春木茂紀医師（健生病院救急科）
記念講演・・・・・・・・・・ ： ～ ：

大抽選会・・・・・・・・・・ ： ～ ：

昼休憩・・・・・・・・・・・ ： ～ ：

支部選抜演芸大会・・・ ： ～ ：

閉会式・・・・・・・・・・・ ： ～ ：

景品プレゼント！

第 回

問い合わせは

各支部運営委員または組織部まで

津軽保健生協本部組織部 ☎

●健康チェック

●出資金コーナー

●平和喫茶

時

場

・血圧・体組成測定・貧血

・血管年齢・骨密度

薬剤師によるお薬相談や

健康相談も承ります

ベジチェック®
出来ます！

体内の野菜摂取量が
わかります

●ファルマ
一ツ谷薬局コーナー
健康食品など販売

健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。

●健生五所川原診療所
デイケアコーナー
手作りキャンドル販売
（限定 個）

【 主催 】 津軽保健生活協同組合 西北健康まつり実行委員会

【 後援 】 つがる市／五所川原市／板柳町／鶴田町／中泊町／鯵ヶ沢町／深浦町

【 協賛 】 つがる市社会福祉協議会／青森県生活協同組合連合会／ 株 ファルマ一ツ谷薬局

日

日にち 支部名 行事名（内容） 場　　所
10/5
（木） 南 まちかど健康チェック ベニーマート 

松原店
10/6
（金） 和徳 支部レク 十和田湖

10/7
（土） 文京 健康まつり 城南会館

10/11
（水）

大鰐
碇ヶ関 支部レク 秋田県仙北市

新玉川温泉
10/12
（木） 尾上 支部レク 十和田湖+八甲田

（ロープウェイ）
10/13
（金）

四中 
りんご 健康まつり 清水健康センター

10/21
（土） 五中 健康まつり

（歴史散策）
堀越城跡公園
旧石戸谷住宅

（健康まつり、その他支部内外関わらず呼びかけたい行事）


